
お
い
し
さ
実
感
！

福
祉
部
会
・
ぬ
か
く
ど
隊

　

福
祉
部
会
と
ぬ
か
く
ど
隊
は
11
月

23
日
ぬ
か
く
ど
を
通
じ
て
安
曇
野

の「
食
」や「
米
」の
大
切
さ
を
大
勢
の

人
に
知

て
も
ら
う
た
め

安
曇
野

ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ

ツ
で
「
ぬ
か

く
ど
サ
ミ

ト
」を
開
催
し
ま
し
た

会
場
で
は

ぬ
か
く
ど
隊
が
炊
い
た

新
米
の
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ

参
加
し
た
皆
さ
ん
は

そ
の
お
い
し

さ
を
実
感
し
て
い
る
様
子
で
し
た

　

サ
ミ

ト
で
は

豊
科
北
小
学
校

６
年
生
の
皆
さ
ん
が
「
イ
ネ
が
お
米

に
変
身
す
る
と
き
」
と
題
し

こ
れ

ま
で
学
ん
だ
米
作
り
を
劇
で
発
表

続
い
て
豊
科
南
小
学
校
４
年
３
組
の

皆
さ
ん
が
「
僕
と
私
が
学
校
で
知

た
こ
と
」
と
題
し

農
業
体
験
の
授

業
か
ら
学
ん
だ
農
業
と
地
球
環
境
と

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た

ま
た

ぬ
か
く
ど
炊
き
を
経
験

し
た
皆
さ
ん
の
話
を

豊
科
の
太
田

千
代
子
さ
ん
が
物
語
に
ま
と
め

三

郷
の
丸
山
紗
緒
里
さ
ん
が
絵
を
つ
け

た
紙
芝
居
を
披
露
し
ま
し
た

終
わ

り
に
は

ミ

ジ
シ

ン
の
佐
藤

三
郎
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ

ト
も
行

わ
れ

会
場
は
最
後
ま
で
和
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
な
お
こ
の
サ
ミ

ト
は
来
年
度
も
実
施
す
る
予
定
で
す

食
べ
て
み
た
い 

安
曇
野
の
味

発
足
！ 

安
曇
野
料
理
開
発
プ
ロ
ジ
ク
ト

産
業
部
会
で
は
11
月
12
日

新
た

に
「
安
曇
野
料
理
開
発
プ
ロ
ジ

ク

ト
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た

こ
の
プ

ロ
ジ

ク
ト
で
は

地
域
の
生
産
者

が
作
る
安
心
・
安
全
な
食
材
を
使

た
料
理
を
開
発
す
る
と
と
も
に

安

曇
野
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な

料
理
・
郷
土
食
を
見
直
す
こ
と
で

地
産
地
消
や
農
業
の
振
興
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す

　

こ
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
は
今
後

市

調
理
師
会

市
商
工
会

市
観
光
協

会

市
内
直
売
所

食
生
活
改
善
推

進
委
員
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
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安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第９回

　　

「
バ
ロ

ク
音
楽
の
夕
べ
」
コ
ン

サ

ト
を
開
催
し
ま
す

あ
わ
せ
て

「
絵
本
美
術
館
・
森
の
お
う
ち
」
の

展
示
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

■
日
時
　

1
月
18
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
開
場 

2
時
開
演

■
場
所

　

絵
本
美
術
館
・
森
の
お
う
ち

■
出
演

　

リ
コ

ダ　

宇
治
川 

朝
政

　

ヴ

オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
　

福
間 

宏

　

チ

ン
バ
ロ
　

福
間 

彩

■
曲
目

　

バ
ル
サ
ン
テ　

リ
コ

ダ

と

　

通
奏
低
音
の
た
め
の
ソ
ナ
タ

　

サ
ン
マ
ル
テ

ニ
　

リ
コ

ダ

　

と
通
奏
低
音
の
た
め
の
ソ
ナ
タ

　

他
■
定
員
　

75
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　

１

２
０
０
円

　

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク

入
館
料
込
）

■
申
し
込
み
　

12
月
24
日
（
水
）
よ

り
「
絵
本
美
術
館
・
森
の
お
う
ち
」

（
83
・５
６
７
０
）へ
直
接
お
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

受
付
時
間
は
午
前
9
時
30
分
か
ら

午
後
5
時

※
12
月
25
日
及
び
1
月
5
日

11

日
の
間
休
館

文
化
課
文
化
振
興
係

　

（
62・３
０
０
１ 

62・３
５
２
５
）

お
す
す
め
の
一
冊

「
山
崎
豊
子
」

　

 

問
題
小
説
の
研
究

　
　
　
　

著
・
鵜
飼 

清

紹介する人

清澤 文人さん（穂高北穂高）
　昭和33年の直木賞受賞作品「花のれん」以来、山崎

豊子氏のファンとして、～社会派「国民作家」の作られ方

～のサブタイトルがつけられた著作には、強い印象を受けま

した。「戦争三部作」といわれる「不毛地帯」「二つの祖国」

「大地の子」に多くの盗用や盗作がみられるとの評論であ

り、作者の創作過程を追及しています。独自の見解として

受けとめ、山崎作品を読み続けるうえでの参考書としても、

活用していきたいと思っています。

ドキドキ・ワクワクお話の世界

1月の おはなし
豊科　ちいさいたんぽぽ新年会（幼）
　　　おはなしたんぽぽ新年会（５歳以上）
豊科公民館和室 ( 72・2158）

穂高　おはなしとしょかん
穂高会館講義室 ( 84・0111）

三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室 ( 77・2109）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー ( 72・5796）

明科　ひまわりおはなしの会
明科図書館内おはなしの部屋 ( 62・1122）

１６日（金） 11：00～（幼児対象）
 16：30～（５歳以上対象）

１７日（土） 10：30～（幼児対象）
 11：20～（５歳以上対象）

１０日（土） 10：00～（幼児～大人まで）

１４日（水） 10：30～（乳幼児対象）
２３日（金） 16：15～（園児、小学生対象）

２４日（土） 11：00～（幼児対象に続いて５歳以上対象）
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市
教
育
委
員
会
・
安
曇
野
ア

ト
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会
共
同
企
画

新
春
ミ

ジ
ア
ム
コ
ン
サ

ト

ぬかくど隊サポーター募集

ぬかくど隊では、ぬかくどを
通じて、食の大切さ、お米のお
いしさを知っていただくため、
地域や学校、また各種イベント
会場へぬかくどを炊きに来て欲
しいという要望にお応えして出
掛けています。しかし、隊員が
少人数のためすべての要望に対
応できない状況です。そこで、
ぬかくどを炊いてみたい、食や
米について学んでみたいという
サポーターを募集します。サポ
ーターは各自の都合にあわせ、
ぬかくど隊とともに地域や学校
へ出掛け、ぬかくどを一緒に炊
きます。多くの皆さんの応募を
お待ちしています。

三郷総合支所内
　安曇野ブランド推進室
　（ 77・3111 77・6060）

もみがらを燃料とした
かまど「ぬかくど」

 トロリとろけるおいしさ！
 信州サーモン丼
　信州サーモンは、ニジマスのメスとブラウントラウトの
オスを交配させた鱒類の養殖品種です。きめ細かく肉厚な
身に旨みと栄養が凝縮されています。とろける舌触りと豊
かな味わい、それでいてしつこくない後味が特長です。

 カリッと召し上がれ！
 安曇野フラワー揚げ
アメリカのステーキハウスで人気のメニューです。玉ね
ぎを丸ごとカラッと揚げました。玉ねぎが花のように開い
ていくのが華やかです。マヨネーズやケチャップ、特製ソ
ースなどをつけて召し上がれ。

商工会が名物料理を開発

　プロジェクトの発足に先立ち、
市商工会では、市内の飲食店や宿
泊施設と協力して、安曇野特産品
を使った名物料理の試作を重ねて
きました。この度、いくつかの料
理が誕生しました。その中から、
玉ネギと信州サーモンを使った２
種類の料理を紹介します。

豊科南小学校４年３組の発表


